
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

皆様、今日は。本日もご出

席ありがとうございます。今

朝からまた突然寒くなってび

っくりしています。坊主頭の

髪がだいぶ伸びてきて見苦し

いので、今朝妻に髪を刈って

もらおうと考えていたのです

が、あまりの寒さに二の足を

踏んでやめました。ちなみに

私はいつも妻に髪を刈ってもらっています。髪が伸びて

くると髪の生えているところと禿げているところの境目

がだんだんハッキリしてきて見苦しいので嫌なのですが

寒さには勝てませんでした。 

 今日は緒方隆憲君が先月の米沢上杉ロータリークラブ

訪問の様子を報告してくれる予定になっています。大変

暖かく心のこもった歓迎を受けたことに未だに感激して

おりますが、何よりも大変楽しい旅となりましたことを

改めて報告します。楽しみにお聞きください。 

さて今日は、人権について少しお話したいと思います。 

天賦人権論という考えは、「人は生まれながらにして平

等、自由、尊厳、そして幸福を追求する権利を持っている。 

全ての人は個人として尊重されなければならない。」と 

いう主張で、フランスのルソーを中心とする啓蒙思想家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人観光客とお喋りしながら記念写真を撮ったりと、

いたってのんびりした雰囲気です。そこで妻のひと言、

「ようするに、とってもゆるいのね。」そしたら地元の方 

 

 

たちによって高唱され、フランス革命を導く思想となり

ました。確かに高い理想に貫かれた主張で、仏教でお釈迦

様が唱えられた「天上天下唯我独尊、天にも地にも吾一人

尊し。」全ての人間はそれぞれがかけがえのない尊い存在

である、という教えとも、どこか響きあう考えだと思いま

す。しかし、現実にその人権はどのように保証されるかと

いう点になると、たとえば赤ん坊は母親、両親、庇護者、

家族の存在がなければ一人で生きていくことはできませ

ん。実際に私たちを守ってくれているのは、家族、地域社

会、学校、職場、組合、自治体など様々な中間組織や共同

体であろうかと思います。個人の権利、利益、尊厳は共同

体により支えられ守られており、それゆえに私たちは自

分の属する組織や共同体に愛情や誇り、そして一体感を

持てるときに幸せを感じます。しかし中にはうまくなじ

めず、自分の属する組織に反感や軽蔑、憎悪を抱く場合も

あるでしょう。そういうケースはやはり不幸だと言えま

しょう。そして現代の世界の中でいちばん大きな共同体

は何かと言えば、それは国家ということになると思いま

す。世界連邦という理想が高らかに謳われた時代もあり

ましたが、現実には未だに民族を基盤とした国家という

ものが最大の共同体組織でありましょう。 

そこで、この国家というものの在り方が最大の問題と

なってきますが、民主主義、立憲君主制、独裁体制、社会

主義、共産主義等々。20 世紀にはロシア革命によるソヴ

ィエト連邦の誕生を契機として多くの社会主義国家が生

まれました。これは共産党のエリートが国民を指導して
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高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

3月の月間テーマ  

  水と衛生月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．委員会報告 

９．外部卓話 

10．点   鐘   

11．  

  

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング 

  四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内 

＊外部卓話―宮崎県知事 河野俊嗣様 

 ＊米山奨学生奨学金授与   ＊100万ドル BOX 

 ＊例会終了後プログラム委員会 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

次週3月20日（木）は祝日休会 

次回例会案内；3月 27日（第2336回） 

 ＊夜間例会＆観桜会 点鐘 18：30 

           場所＝花いちもんめ 

第 2334回 例会内容（3/6） 
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万民平等の理想社会を建設するという、「人間の理性、叡

知によって人工的に合理的社会が建設できるとする」設

計主義的合理主義（人間知性万能、理性万能）の世界観に

基づく政治体制だったわけです。 

ところが人間はそんな万能な生き物ではありません。

予想通り物事が進展していくなら誰も苦労はしませんが、

実際には思いもよらぬ事態が起きたりして、様々な失敗

や経験を繰り返した中で培った知恵や伝統の上に歴史や

種々の組織、制度が成り立っているわけです。 

社会主義では、こういった過去の伝統、文化、組織、制

度、宗教、道徳すべてを破壊し、人間の結びつきをバラバ

ラにし、権力が人民を一元的に直接支配しようとする政

策が取られていきました。家族の愛情や結びつきまで破

壊され、東ドイツやソ連では子供が自分の親を密告して

それが賞賛されるということまで起きました。誰に密告

されるかわからないという相互監視の恐怖体制です。 

いちばん近い記憶では、カンボジアのポルポト政権時

代に、過去を否定して新たな文化、文明を築くという理想

の下、学校教師、文化人、芸術家、僧侶など何十万人もの

知識人が虐殺されました。ポルポトはルソーの熱心な信

奉者だったのは有名な話です。ナチスも国家社会主義で

すからやはり全体主義でした。まことに国家の政体のあ

りようというのは恐ろしいものだと思います。しかし、そ

れでは国家などなければ良いのかというとそうとも言え

ません。 

アメリカの政治学者ハンナ・アーレントはドイツ出身

の女性で、ナチスに追われて出国し、1933年（昭和8年）

から1951年（昭和26年）、アメリカ国籍を取得するまで

文字通り無国籍者として世界を漂流しました。この時、自

分の生命、身分、財産、安全を保障してくれる最後の後ろ

盾が何も無いというのは、非常に過酷で悲惨な状況であ

ることを身をもって体験しました。その時の経験から「ど

んなにひどい政府のもとであっても無政府状態よりはず

っと良い。」と述懐しております。 

彼女はその後アナーキズム（無政府主義）には徹底して

反対するようになりました。今日、なぜ突然こんな話を始

めたかというと、実は最近政治的話題になっている「選択

的夫婦別姓法案」の問題について非常な危惧を感じたか

らです。これは「便利とか不便とか言う問題ではなく、嫌

とか非合理的」と言う問題でもなく、伝統的な家族の在り

方を覆しかねない問題であると思います。ユーチューブ

で見たのですが、ある左翼の女性活動家が「最終的には一

君万民体制」を目指すと言ったそうです。これこそあらゆ

る中間組織を否定して人間をバラバラにし、国家権力が

人民を直接一元的に支配するという発想ではないでしょ

うか。蟻の一穴のように小さな成果を積み重ねて、いつの

間にか大きく体制を覆していくのは左翼の常套手段です

から、そうならないことを願っています。慎重な議論をし

て頂きたいと願っている次第です。 

 ご清聴ありがとうございました。 

本日もどうぞロータリーをお楽しみ下さい。 

 

□幹事報告              幹事 坂田 師通 君 

＜文書案内＞ 

＊令和7年大船渡大規模山林 

火災被害支援金のお願い 

      （〆切4/30） 

＊次期地区チーム研修セミナ 

ー及び会長エレクト研修セ 

ミナー終了とお礼 

 

□月初めのセレモニー 

❤誕生日おめでとうございます❤ 

     

           関君   石井君 

❤結婚記念日おめでとうございます❤ 

      

阿多君 

   
ビジター 安達龍大君   雑誌紹介  近藤真司君 

 

□米沢訪問報告    会長エレクト 川上 幸子 君 

余りにも米沢上杉RCの皆様の「おもてなし」が素晴ら

しかったので、同行できなかった皆様にもそこを共有さ

せて頂きます。我がクラブの藤本さん、石田さんによる米

沢上杉RCの方との綿密な打ち合わせがあっての今回の訪

問でしたが、第一寒波で大雪の中での米沢駅からの大歓

迎、米沢上杉RC何人か各々の自家用車でホテルまでそし

て例会会場までの送迎、二日目は、貸し切りバスでの観光、

三日目の大雪で新幹線が山形までストップしていること

でのバスの手配、バスの中も私達が観光や雪遊びをして

いる中も、温泉でくつろいでいる時も米沢上杉RCの誰か

が居て（同行して下さり）高鍋クラブの皆が怪我無く楽し

 



めるよう見守っていただきました。雪灯籠祭りでも雪の

中、人が多い中、雪灯籠に見とれて滑りそうになる私を我

がクラブの岩本さんがサポートして下さっていたのです

が、＋米沢上杉RCのお二人も私達がはぐれないよう・滑

らないよう付きっ切りでサポートしてくださいました。 

酒井パストガバナーも最終日の蕎麦を堪能する会にも

駆けつけてくださいました。何から何まで至れり尽くせ

りの旅、米沢上杉RCと我がクラブの親交の深さを知ると

同時に米沢上杉RCの皆様方の心の温かさと広さを知りま

した。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。皆さんに米沢

上杉RCの『愛』をお伝えすることができましたでしょう

か？今回は我がクラブの50周年記念式典へのキャラバン

を兼ねての 15 人での米沢訪問でしたが、来年の 50 周年

には 26 名米沢上杉 RC からの出席を約束していただきま

した。今度は私たち高鍋ロータリークラブが「おもてなし」

をする番です。最高のおもてなしと最高の高鍋RC50周年

式典＆懇親パーティーをしましょう！ 

宜しくお願い致します。 

 

□1分間だけお礼とお願いを！ 

         50周年実行委員長 藤本 範行 君 

今回の米沢上杉RC訪問2泊3日の旅には、航空運賃・

新幹線・ホテル代・登録料等を含めると、10 万円近くの

費用負担がかかりましたが、理事会の承認が得られて、ク

ラブから15人に各1万円の補助金を頂きましたので御礼

申し上げます。有難うございました。 

 川上さんもおっしゃいましたが、今回の米沢滞在中に、

米沢上杉RCの皆さん方からは、言葉では言い尽くせない

ほどのお世話をいただきました。来年の50周年記念式典

には、古山さんを含めて26人も来てくださるとのことで

す。これから50周年に向けてじっくりと案を練って、素

晴らしい周年事業を開催して、参加してくださる皆さん

に喜んでもらいたいと張り切っていますので、皆さんの

ご支援ご協力をお願いしておきます。 

   

米沢訪問報告 川上幸子君     藤本範行君 

   

   
 

    

 

 

 

   
 

   
 



 

☐ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 高橋 康朗 君 

＜ニコニコ・財団・米山BOX＞ 

【多賀学昭君】中武功見さん 

  久し振りにお顔を拝見で 

  きて嬉しい限りです。 

安達龍大君ようこそいら 

っしゃいました。心より歓 

迎致します。 

【石井秀隣君】日頃の自分の 

  年のことなど考えたこともないのですが91歳になり 

ました。腹は大分出ましたが身長は6ｃｍちじみまし 

た。制作は順調で楽しい事いっぱいの人生です。 

【岡島達雄君】我がクラブの「奉仕の理想」の写真撮影に 

際し、事務局の財津さんに大変お世話になりました。 

【藤本範行君】中武功見君久し振りです。お元気になられ 

たようで何よりです。お見舞いもできずご免なさい。 

 

☐出席報告       出席委員 石井 秀隣 君 

 

 

出席状況報告（3/6） 

会   員  数 38名 

出 席 会 員 数 29名 

ホーム出席率 78.38％ 

修正出席率 83.78％ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

 
米沢訪問報告 緒方隆憲君 

 

 

 

夜間例会＆観桜会のお知らせ 

 

   日時 2025年3月 27日（木）点鐘18：30 

   場所 花いちもんめ 

   会費 4,000円 

 

 

    3クラブ歯車会ゴルフコンペの案内 

 

   日時 2025年4月 19日（土） 

       集合6：45  スタート7：18 

   場所 座論梅GC 

   会費 2,000円 

 

 

   

  

 

四つのテスト  

  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の食事 

 

テーブルの花 

 

 

 

 

 

ピアノ演奏 森さん 

 

 

ソングリーダー橋口君 

 

 

 

 

 


